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   Elaeocarpus zollingeri (synonym: E. sylvestris) was one of dominant trees in Mt. Shiroyama in the Tokushima 
City until 1970s, however, most of adult trees have died by Elaeocarpus yellows.  To prevent extinction 300 
nursery trees were planted at the foot of the mountain by local volunteers in 2006. In this study we investigated 
their survival, growth, and infection status of the disease. We found 40 nursery trees have survived (survival rate 
was 13%). Survived trees were abundant in areas facing the south, and most trees disappeared in areas facing the 
north and the west. Growth of the trees was well also in areas facing the south. Among the survived 40 nursery 
trees, we found three trees infected with phytoplasma, the pathogen of Elaeocarpus yellows, based on PCR 
analysis. It is not clear when they were infected with phytoplasma, whether they have infected after the 
plantation or they already had phytoplasma in the seed. Anyway, the fact that only a few tree is infected must be 
gratifying in considering the conservation E. zollinger in Mt. Shiroyama. 
 














1975 年（昭和 50）の調査では、胸高直径が 15 cm
以上のホルトノキが 224 本存在していたが（森






こり、日本では 1999 年（平成 11）に初めて報
告され、各地で被害が出ていることが明らかにな

























 植樹して 20 日後、1 年後、2 年後の生育状況
が徳島市の委嘱を受けた（株）緑化コンサルタン
トにより調査され、生存率は植樹20日後で100%、
















 城山に植えられた苗木の調査は 2016 年（平成
28）4 月 13 日、4 月 22 日、5 月 20 日、6 月 3












 採取した葉は 0.2 g となるように切り取り、乳
ばちですりつぶして植物 DNA 抽出キット
illustra DNA Extraction Kit PHYTOPURE（GE 
Healthcare, Buckinghamshire, UK）を用いて
DNA を抽出した。抽出した DNA は 20 ng/mL
に希釈した後、Gundersen and Lee (1996)の方
法で nested PCR を行ってファイトプラズマ
2006 年に徳島市城山に植樹されたホルトノキの苗木の現状	
 













 DNA の増幅は、illustra puReTaq Ready-To-Go 
PCR beads（GE Healthcare, Buckinghamshire, 
UK）を用いて行なった。nested PCR の 1 回目
の増幅反応では反応液 25 μL 中にテンプレート
DNAを 20 ng、プライマーを各 12.5 pmol 含む
ように加えた。94℃で 1 分、60℃で 2 分、72℃
で 3 分のサイクルを 35 回行なって DNA を増幅
した。なお、最初のサイクルでは熱変性処理を 2
分、最後のサイクルでは伸長反応を 7分行なった。










 図 1 に 2006 年（平成 18）に植樹された苗木
の位置図を示す。城山を取り囲むように山麓に
19 箇所のエリアが設定され、No. 12, 14, 16, 18 











てた苗木が植えられた。なお、エリア No. 19 の
み城山産種子由来の苗が 10 本、それ以外の県内
産の種子由来の苗が 6本植えられた。 
 今回の調査の結果、これらのうち 40 本の苗木
の生存が確認された。これは当初植えた 300 本
の 13.3%である。エリア別にみると、南側山麓に
位置する No. 5 において 13 本と最も多く残って
おり、隣接する No. 4 と No. 6 でも比較的多く








 表 2 に過去 10 年間のエリア毎の生存数の推移
を示す。徳島市が行った植樹後 2年間の調査では、
植樹後20日では300本全ての苗木が生存してい
たが、1年後には 194 本に減り（生存率 64.7%）、
2 年後には 120 本に減り（生存率 40.0%）、10
年後に 40 本（生存率 13.3%）に減った。2 年後
の調査において 10 本以上生存が確認されたエリ















エリア プレート番号* 高さ(cm) 感染** 
3 ピンク 21 105 - 
3 ピンク 23 80 - 
4 青 17 95 - 
4 -(青 23?) 110 - 
4 青 24 65 - 
4 青 25 140 - 
4 -(青 29？) 74 - 
4 青 30 90 - 
4 -(青 26？) 130 - 
5 ピンク 33 120 - 
5 ピンク 34 160 ◯ 
5 ピンク 36 190 - 
5 ピンク 37 160 - 
5 ピンク 38 155 - 
5 ピンク 39 350 - 
5 ピンク 40 200 - 
5 -(ピンク 41？) 230 - 
5 ピンク 42 125 - 
5 ピンク 43 280 - 
5 ピンク 44 200 ◯ 
5 ピンク 46 105 - 
5 ピンク 47 200 - 
6 青 34 186 - 
6 青 37 173 - 
6 青 45 190 - 
6 青 46 230 ◯ 
6 - 230 - 
7 ピンク 61 260 - 
9 - 70 - 
11 -(ピンク 85？) 110 - 
12 青 81 90 - 
12 青 83 60 - 
12 青 88 75 - 
12 青 91 75 - 
12 青 92 60 - 
13 ピンク 98 100 - 
17 白 81 150 - 
17 白 92 92 - 
17 -(白 86?) 160 - 
18 - 71 - 
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植樹記録のない苗木の存在 










 今回確認できた植樹した苗木 40 本、および前
節で述べた植樹記録のない 2本が、ホルトノキ萎
黄病の原因菌ファイトプラズマに感染している
かどうかを nested PCR により確認した。その結
果、3本がファイトプラズマに感染していること




















              表 2 植樹後の生存数の推移 
エリア 植付本数 20日後 1年後 2年後 10年後 
1 16 16 7 3 0 
2 16 16 2 0 0 
3 16 16 11 9 2 
4 16 16 15 12 7 
5 16 16 16 15 13 
6 16 16 14 14 5 
7 16 16 16 9 1 
8 16 16 10 4 0 
9 16 16 10 4 1 
10 16 16 10 1 0 
11 16 16 14 5 1 
12 15 15 12 9 5 
13 16 16 10 8 1 
14 15 15 5 2 0 
15 16 16 5 1 0 
16 15 15 7 2 0 
17 16 16 12 11 3 
18 15 15 10 6 1 
19(県内産種子) 6 6 1 1 0 
19(城山産種子) 10 10 7 4 0 
計 300 300 194 120 40 
  
(100%） （64.7%） （40.0%） （13.3%） 
 































No. 5 と 6 で確認されたが、どちらも苗木の生存
率が高かったエリアであり、このまま放置すれば
近隣の苗木に感染が拡大する可能性がある。この
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